
(57)【要約】

【課題】本発明の目的は、被処理基板全面に隈なく、よ

り均一な機械的エネルギを付与し、かつ、液処理装置の

小型化を可能とする液処理装置及び液処理方法を提供す

ることである。

【解決手段】本発明の現像装置１０１は、液槽３と、ス

ピンチャック１０２と、支持軸１０３と、スピンチャッ

ク１０２を昇降運動させる第１シリンダ１０４と、スピ

ンチャック１０２を回転運動させる回転モータ１０５と

、半導体基板４面に向けて現像液２の噴射流を吹付ける

噴射ノズル１０６と、噴射ノズル１０６に配備して噴射

流に超音波振動を付与する超音波振動子７と、噴射ノズ

ル１０６及び噴射位置を半導体基板中心４ａから外周縁

４ｂまで平行移動運動させる第２シリンダ１０７と、ス

ピンチャック１０２の回転速度及び噴射ノズル１０６の

平行移動速度を関連制御可能な速度制御部１０８とで構

成されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
処 理 液 を 収 容 す る 液 槽 と 、 被 処 理 基 板 を 保 持 す る ス ピ ン チ ャ ッ ク と 、 前 記 ス ピ ン チ ャ ッ ク
と 連 接 す る 支 持 軸 と 、 前 記 支 持 軸 及 び 前 記 ス ピ ン チ ャ ッ ク を 昇 降 運 動 さ せ る 昇 降 駆 動 部 と
、 前 記 支 持 軸 及 び 前 記 ス ピ ン チ ャ ッ ク を 回 転 運 動 さ せ る 回 転 駆 動 部 と 、 前 記 被 処 理 基 板 面
に 向 け て 前 記 処 理 液 の 噴 射 流 を 吹 付 け る 噴 射 ノ ズ ル と 、 前 記 処 理 液 ま た は 前 記 被 処 理 基 板
に 超 音 波 振 動 を 付 与 す る 超 音 波 振 動 子 と 、 前 記 噴 射 ノ ズ ル の 噴 射 位 置 を 前 記 被 処 理 基 板 中
心 か ら 外 周 縁 ま で 移 動 運 動 さ せ る 移 動 駆 動 部 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 液 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 回 転 駆 動 部 及 び 前 記 移 動 駆 動 部 は 、 共 に 、 前 記 ス ピ ン チ ャ ッ ク の 回 転 速 度 及 び 前 記 噴
射 位 置 の 移 動 速 度 を 関 連 制 御 す る 速 度 制 御 部 に 接 続 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 液 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 速 度 制 御 部 は 、 前 記 噴 射 位 置 の 移 動 速 度 及 び 前 記 ス ピ ン チ ャ ッ ク の 回 転 速 度 を 、 前 記
噴 射 位 置 が 、 前 記 被 処 理 基 板 上 の 前 記 噴 射 流 の 直 径 分 の 距 離 だ け 移 動 す る 間 に 、 少 な く と
も 、 被 処 理 基 板 が １ 回 転 以 上 す る よ う に 関 連 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の
液 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 回 転 駆 動 部 は 、 反 転 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
ス ピ ン チ ャ ッ ク に 保 持 し た 被 処 理 基 板 を 液 槽 内 の 処 理 液 に 浸 漬 し 回 転 さ せ 、 前 記 処 理 液 ま
た は 前 記 被 処 理 基 板 に 超 音 波 振 動 を 付 与 し な が ら 、 前 記 被 処 理 基 板 中 心 か ら 外 周 縁 ま で 噴
射 位 置 を 移 動 運 動 す る 噴 射 ノ ズ ル か ら 前 記 被 処 理 基 板 面 に 向 け て 前 記 処 理 液 を 噴 射 す る こ
と を 特 徴 と す る 液 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 噴 射 位 置 の 移 動 速 度 及 び 前 記 被 処 理 基 板 の 回 転 速 度 は 、 前 記 噴 射 位 置 が 、 前 記 被 処 理
基 板 上 の 前 記 噴 射 流 の 直 径 分 の 距 離 だ け 移 動 す る 間 に 、 少 な く と も 、 被 処 理 基 板 が １ 回 転
以 上 す る よ う に 関 連 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 液 処 理 を 施 し た 後 、 前 記 ス ピ ン チ ャ ッ ク の 回 転 方 向 を 反 転 さ せ て 、 前 記
被 処 理 基 板 中 心 か ら 外 周 縁 ま で 噴 射 位 置 を 移 動 運 動 す る 噴 射 ノ ズ ル か ら 前 記 被 処 理 基 板 面
に 向 け て 前 記 処 理 液 を 噴 射 す る こ と を 特 徴 と す る 液 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 被 処 理 基 板 に 液 処 理 を 施 す 液 処 理 装 置 及 び 液 処 理 方 法 に 関 し 、 特 に 、 半 導 体 基
板 や ガ ラ ス 基 板 な ど の 被 処 理 基 板 に 、 現 像 処 理 ， 洗 浄 処 理 ， エ ッ チ ン グ 処 理 ， 剥 離 処 理 な
ど の 液 処 理 を 施 す 液 処 理 装 置 及 び 液 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 液 処 理 装 置 及 び 液 処 理 方 法 と し て 、 デ ィ ッ プ 式 と シ ャ ワ ー 式 の ２ つ が あ る 。 デ ィ
ッ プ 式 は 、 被 処 理 基 板 を 処 理 液 中 に 浸 漬 し て 、 処 理 液 に 循 環 流 を 発 生 さ せ た り 、 被 処 理 基
板 を 揺 動 し た り 、 処 理 液 あ る い は 被 処 理 基 板 に 超 音 波 振 動 を 付 与 し た り し て 液 処 理 す る 方
式 で あ り 、 恒 に 処 理 液 が 被 処 理 基 板 全 面 に 供 給 さ れ て い る た め 、 面 内 均 一 性 は よ い が 、 処
理 ス ピ ー ド は 遅 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ に 対 し て 、 シ ャ ワ ー 式 は 、 回 転 す る 被 処 理 基 板 面 に 向 け て 、 ス イ ン グ （ 首 振 り ） あ る
い は 移 動 す る 噴 射 ノ ズ ル か ら 被 処 理 基 板 全 面 を 走 査 す る よ う に 処 理 液 を 噴 射 し 液 処 理 す る
方 式 で あ り 、 処 理 液 あ る い は 被 処 理 基 板 に 超 音 波 振 動 を 付 与 す る 構 成 と し て も よ く 、 デ ィ
ッ プ 式 に 比 べ て 、 噴 射 圧 に よ る 被 処 理 基 板 に 与 え る 機 械 的 エ ネ ル ギ が 大 き い た め 処 理 ス ピ
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ー ド は 速 い 。 し か し 、 被 処 理 基 板 か ら の 剥 離 物 （ 溶 解 物 や 除 去 物 ） が 再 度 、 被 処 理 基 板 に
付 着 し た り 、 被 処 理 基 板 表 面 を キ ズ 付 け た り す る お そ れ が あ る 。 こ の た め 、 両 者 の 欠 点 を
互 い に 補 完 す る 方 式 と し て 、 デ ィ ッ プ 式 と シ ャ ワ ー 式 を 組 合 せ た 方 式 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 液 処 理 装 置 及 び 液 処 理 方 法 の 一 例 と し て 、 レ ジ ス ト の 現 像 装 置 の 縦 断 面 図 を 図 ５ に
示 す 。 現 像 装 置 １ は 、 デ ィ ッ プ 式 と シ ャ ワ ー 式 を 組 合 せ た タ イ プ で あ り 、 現 像 液 ２ を 収 容
す る 液 槽 ３ と 、 レ ジ ス ト （ 図 示 せ ず ） を 塗 布 し た 半 導 体 基 板 ４ を 水 平 に 保 持 し 、 水 平 に 揺
動 す る 揺 動 機 構 （ 図 示 せ ず ） と 、 こ れ と は 別 に 、 半 導 体 基 板 ４ 面 に 現 像 液 ２ の 噴 射 流 を 吹
付 け る 噴 射 ノ ズ ル ５ と 、 半 導 体 基 板 ４ 面 に 対 向 し て 配 置 し て 半 導 体 基 板 ４ と の 間 隔 で 現 像
液 ２ の 流 速 を 制 御 す る 整 流 板 ６ と 、 そ の 整 流 板 ６ に 配 備 し た 超 音 波 振 動 子 ７ と で 構 成 さ れ
て い る 。 こ こ で 、 液 槽 ３ に 設 け た 液 供 給 口 ８ か ら の 現 像 液 ２ で 半 導 体 基 板 ４ 面 に 平 行 な 流
れ を 形 成 し 、 こ の 平 行 流 の 流 速 を 整 流 板 ６ で 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 現 像 装 置 １ の 使 用 方 法 は 、 半 導 体 基 板 ４ を 水 平 に 保 持 し て 、 液 槽 ３ 内 の 現 像 液 ２ に 浸
漬 し 、 水 平 方 向 に 揺 動 さ せ る 。 こ の と き 、 整 流 板 ６ と 半 導 体 基 板 ４ と の 間 隔 で 制 御 し た 液
供 給 口 ８ か ら の 平 行 流 に 晒 す こ と で 現 像 を 促 進 す る 。 そ し て 、 さ ら に 、 こ れ と は 別 に 、 噴
射 ノ ズ ル ５ か ら 現 像 液 ２ を 半 導 体 基 板 ４ 面 に 噴 射 す る 。 但 し 、 噴 射 ノ ズ ル ５ は 固 定 で 、 水
平 に 揺 動 す る 半 導 体 基 板 ４ が 噴 射 ノ ズ ル ５ の 直 下 を 通 過 す る と き に 半 導 体 基 板 ４ 面 に 噴 射
流 が 当 た る 。 ま た 、 超 音 波 振 動 子 ７ で 液 槽 ３ 内 の 現 像 液 ２ に 超 音 波 振 動 を 付 与 す る 。 こ こ
で 、 噴 射 ノ ズ ル ５ か ら の 噴 射 流 を 半 導 体 基 板 ４ 全 面 に 当 て る た め 、 噴 射 ノ ズ ル ５ を 複 数 本
配 置 し た り 、 ス リ ッ ト 状 ノ ズ ル ５ ａ に す る と よ い 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う に す る と 、 デ ィ ッ プ 式 と シ ャ ワ ー 式 の 長 所 を 生 か し た 現 像 処 理 が で き る 。 即 ち 、
強 力 な 噴 射 圧 で 効 率 性 の よ い 現 像 処 理 が で き 、 超 音 波 振 動 の 付 与 に よ り 細 部 の 現 像 処 理 が
で き る 。 ま た 、 制 御 し た 流 速 の 平 行 流 で 現 像 処 理 の 促 進 に 加 え て 剥 離 物 （ 図 示 せ ず ） を 半
導 体 基 板 ４ 上 か ら 押 し 流 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら 、 こ の よ う に 現 像 処 理 の 効 率 性 及 び 均 一 性 に 配 慮 し た 現 像 装 置 １ で あ っ て も
、 例 え ば 、 半 導 体 基 板 ４ 上 に 多 数 配 置 さ れ た バ イ ア ホ ー ル の よ う な 微 細 な 凹 部 を 有 す る パ
タ ー ン に 対 し て は 、 噴 射 ノ ズ ル ５ を 複 数 本 配 置 し た り 、 ス リ ッ ト 状 に す る だ け で は 、 噴 射
ノ ズ ル ５ の 配 置 に よ る 偏 り や 、 一 定 幅 を 有 す る ス リ ッ ト 内 で の 噴 射 流 の ば ら つ き は 無 視 で
き ず 、 半 導 体 基 板 ４ 面 内 に 隈 な く 機 械 的 エ ネ ル ギ を 付 与 す る と 言 う 点 で 充 分 で は な く 、 レ
ジ ス ト 残 り 不 良 を 完 全 に な く す こ と は で き な か っ た 。 ま た 、 半 導 体 基 板 ４ を 液 槽 ３ 内 で 水
平 方 向 に 揺 動 さ せ る た め 、 液 槽 ３ 自 体 が 大 き く な り 、 現 像 液 ２ も 比 較 的 多 量 に 必 要 で あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ６ ２ ９ ６ ０ 号 公 報 　 （ 第 ２ 頁 ０ ０ １ ８ 段 落 ～ 第 ３ 頁 ０ ０ ５ ０ 段 落 、 図 ２ ， 図 ４
， 図 ５ ， 図 ６ ）
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 来 の 液 処 理 装 置 及 び 液 処 理 方 法 （ デ ィ ッ プ 式 と シ ャ ワ ー 式 を 組 合 せ た タ イ プ ） は 、 被 処
理 基 板 を 、 流 速 制 御 し た 平 行 流 中 に 浸 漬 し 水 平 に 揺 動 さ せ 、 こ れ と は 別 に 、 複 数 本 、 あ る
い は 、 ス リ ッ ト 状 の 噴 射 ノ ズ ル か ら 被 処 理 基 板 面 に 向 け て 噴 射 流 を 吹 付 け 、 さ ら に 、 処 理
液 に 超 音 波 振 動 を 付 与 し て 、 よ り 効 率 良 く 均 一 な 液 処 理 が で き る よ う に し て い る が 、 被 処
理 基 板 上 に 多 数 配 置 さ れ た バ イ ア ホ ー ル の よ う な 微 細 な 凹 部 を 有 す る パ タ ー ン に 対 し て は
、 噴 射 ノ ズ ル を 複 数 本 配 置 し た り 、 ス リ ッ ト 状 に す る だ け で は 、 被 処 理 基 板 面 内 に 隈 な く
機 械 的 エ ネ ル ギ を 付 与 す る と 言 う 点 で 充 分 で は な か っ た 。 即 ち 、 噴 射 ノ ズ ル を 複 数 本 配 置
す る 場 合 は 、 余 程 、 多 数 本 を 狭 ピ ッ チ に 配 置 し な い と 噴 射 圧 が 充 分 に 加 わ ら な い 領 域 が 生
じ る お そ れ が あ っ た 。 ま た 、 ス リ ッ ト 状 に す る 場 合 は 、 ど う し て も 開 口 面 積 が 増 加 す る た
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め 噴 射 圧 の 低 下 や ス リ ッ ト 内 で の 噴 射 量 に ば ら つ き が 生 じ る お そ れ が あ っ た 。 そ し て 、 も
う 一 つ 別 の 問 題 と し て 、 被 処 理 基 板 を 液 槽 内 で 水 平 方 向 に 揺 動 さ せ る た め 、 液 槽 自 体 が 大
き く な り 、 被 処 理 液 も 比 較 的 多 量 に 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 デ ィ ッ プ 式 と シ ャ ワ ー 式 の 長 所 を 生 か し つ つ 、 被 処 理 基 板 全 面 に 隈 な く
、 よ り 均 一 な 機 械 的 エ ネ ル ギ を 付 与 し 、 か つ 、 液 処 理 装 置 の 小 型 化 を 可 能 と す る 液 処 理 装
置 及 び 液 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 液 処 理 装 置 は 、 処 理 液 を 収 容 す る 液 槽 と 、 被 処 理 基 板 を 保 持 す る ス ピ ン チ ャ ッ ク
と 、 ス ピ ン チ ャ ッ ク と 連 接 す る 支 持 軸 と 、 支 持 軸 及 び ス ピ ン チ ャ ッ ク を 昇 降 運 動 さ せ る 昇
降 駆 動 部 と 、 支 持 軸 及 び ス ピ ン チ ャ ッ ク を 回 転 運 動 さ せ る 回 転 駆 動 部 と 、 被 処 理 基 板 面 に
向 け て 処 理 液 の 噴 射 流 を 吹 付 け る 噴 射 ノ ズ ル と 、 処 理 液 ま た は 被 処 理 基 板 に 超 音 波 振 動 を
付 与 す る 超 音 波 振 動 子 と 、 噴 射 ノ ズ ル の 噴 射 位 置 を 被 処 理 基 板 中 心 か ら 外 周 縁 ま で 移 動 運
動 さ せ る 移 動 駆 動 部 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 液 処 理 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 液 処 理 方 法 は 、 ス ピ ン チ ャ ッ ク に 保 持 し た 被 処 理 基 板 を 液 槽 内 の 処 理 液 に 浸 漬 し
回 転 さ せ 、 処 理 液 ま た は 被 処 理 基 板 に 超 音 波 振 動 を 付 与 し な が ら 、 被 処 理 基 板 中 心 か ら 外
周 縁 ま で 噴 射 位 置 を 移 動 運 動 す る 噴 射 ノ ズ ル か ら 被 処 理 基 板 面 に 向 け て 処 理 液 を 噴 射 す る
こ と を 特 徴 と す る 液 処 理 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 液 処 理 装 置 及 び 液 処 理 方 法 の 一 例 と し て 、 レ ジ ス ト の 現 像 装 置 の 縦 断 面 図 を 図 １
に 示 す 。 尚 、 図 ５ と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 現 像 装 置 １ ０ １ は 、 現 像 液 ２ を 収 容 す る 液 槽 ３ と 、 半 導 体 基 板 ４ を 保
持 す る ス ピ ン チ ャ ッ ク １ ０ ２ と 、 ス ピ ン チ ャ ッ ク １ ０ ２ と 連 接 す る 支 持 軸 １ ０ ３ と 、 そ の
支 持 軸 １ ０ ３ 及 び ス ピ ン チ ャ ッ ク １ ０ ２ を 昇 降 運 動 さ せ る 第 １ シ リ ン ダ １ ０ ４ と 、 支 持 軸
１ ０ ３ 及 び ス ピ ン チ ャ ッ ク １ ０ ２ を 回 転 運 動 さ せ る 回 転 モ ー タ １ ０ ５ と 、 半 導 体 基 板 ４ 面
に 向 け て 現 像 液 ２ の 噴 射 流 を 吹 付 け る 噴 射 ノ ズ ル １ ０ ６ と 、 噴 射 ノ ズ ル １ ０ ６ に 配 備 し て
噴 射 流 に 超 音 波 振 動 を 付 与 す る 超 音 波 振 動 子 ７ と 、 噴 射 ノ ズ ル １ ０ ６ 及 び 噴 射 位 置 を 半 導
体 基 板 中 心 ４ ａ か ら 外 周 縁 ４ ｂ ま で 平 行 移 動 運 動 さ せ る 第 ２ シ リ ン ダ １ ０ ７ と 、 回 転 モ ー
タ １ ０ ５ 及 び 第 ２ シ リ ン ダ １ ０ ７ に 接 続 し て 、 ス ピ ン チ ャ ッ ク １ ０ ２ の 回 転 速 度 及 び 噴 射
ノ ズ ル １ ０ ６ の 平 行 移 動 速 度 を 関 連 制 御 可 能 な 速 度 制 御 部 １ ０ ８ と で 構 成 さ れ て い る 。 ま
た 、 液 槽 ３ に は 、 排 液 口 １ ０ ９ が 設 け て あ り 、 オ ー バ フ ロ ー し た 現 像 液 ２ は 、 排 液 口 １ ０
９ か ら 排 出 さ れ 現 像 液 清 浄 部 （ 図 示 し な い ） で 清 浄 化 さ れ 噴 射 ノ ズ ル １ ０ ６ に 再 供 給 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 現 像 装 置 １ ０ １ の 使 用 方 法 は 、 先 ず 、 ス ピ ン チ ャ ッ ク １ ０ ２ に 半 導 体 基 板 ４ を 保 持 さ
せ 、 第 １ シ リ ン ダ １ ０ ４ を 作 動 し 、 ス ピ ン チ ャ ッ ク １ ０ ２ を 下 降 さ せ 液 槽 ３ 内 の 現 像 液 ２
に 浸 漬 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 回 転 モ ー タ １ ０ ５ を 作 動 し 、 ス ピ ン チ ャ ッ ク １ ０ ２ を 回 転 さ せ
、 そ の 遠 心 力 で 、 現 像 液 ２ に 半 導 体 基 板 中 心 ４ ａ （ 回 転 中 心 ） か ら 外 周 縁 ４ ｂ に 放 射 状 に
流 れ る 渦 流 を 発 生 さ せ る 。 こ の 渦 流 は 、 半 導 体 基 板 ４ 全 面 に 生 じ 、 こ の 渦 流 で 溶 解 し た レ
ジ ス ト （ 図 示 せ ず ） を 半 導 体 基 板 ４ の 外 部 に 均 等 に 押 し 流 す 。 こ こ で 、 こ の 渦 流 の 流 速 は
、 回 転 モ ー タ １ ０ ５ の 回 転 数 で 容 易 に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 こ れ と は 別 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ シ リ ン ダ １ ０ ７ を 作 動 し 、 噴 射 ノ ズ ル １
０ ６ を 半 導 体 基 板 中 心 ４ ａ 真 上 に 移 動 さ せ た 後 、 回 転 す る 半 導 体 基 板 ４ 面 に 向 け て 噴 射 ノ
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ズ ル １ ０ ６ か ら 現 像 液 ２ の 噴 射 流 を 吹 付 け る 。 こ こ で 、 噴 射 ノ ズ ル １ ０ ６ の 先 端 は 、 現 像
液 ２ 中 に 沈 む 高 さ と し 、 噴 射 流 は 現 像 液 ２ 中 で 半 導 体 基 板 ４ に 吹 付 け ら れ る よ う に し て 、
噴 射 流 の 衝 撃 を 適 度 に 緩 和 す る と と も に 外 部 エ ア の 巻 込 み が 少 な い よ う に す る 。 ま た 、 こ
の と き 、 噴 射 ノ ズ ル １ ０ ６ に 配 備 し た 超 音 波 振 動 子 ７ を 作 動 し 、 指 向 性 を も っ た 噴 射 流 に
超 音 波 振 動 を 付 与 す る こ と で 、 バ イ ア ホ ー ル な ど の 微 細 な 凹 部 を 有 す る パ タ ー ン に 対 し て
も 現 像 処 理 が 施 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 こ の 状 態 で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ シ リ ン ダ １ ０ ７ を 作 動 し 、 噴 射 ノ ズ ル １ ０ ６
及 び 噴 射 位 置 を 半 導 体 基 板 中 心 ４ ａ か ら 外 周 縁 ４ ｂ ま で 平 行 移 動 さ せ る 。 こ こ で 、 噴 射 ノ
ズ ル １ ０ ６ 及 び 噴 射 位 置 の 移 動 速 度 及 び 半 導 体 基 板 ４ の 回 転 速 度 は 、 噴 射 位 置 が 、 半 導 体
基 板 ４ 上 の 噴 射 流 の 直 径 分 の 距 離 Ｄ だ け 移 動 す る 間 に 、 少 な く と も 、 半 導 体 基 板 ４ が １ 回
転 以 上 す る よ う に 関 連 制 御 す る 。 即 ち 、 噴 射 流 が 隈 な く 半 導 体 基 板 ４ 全 面 に 吹 付 け ら れ る
よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の よ う に す る と 、 半 導 体 基 板 ４ 全 面 に 隈 な く 、 強 力 で よ り 均 一 な 噴 射 圧 を 付 与 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 指 向 性 を も っ た 噴 射 流 に 超 音 波 振 動 を 付 与 す る こ と で バ イ ア ホ ー ル の よ
う な 微 細 な 凹 部 を 有 す る パ タ ー ン に 対 し て も 、 レ ジ ス ト 残 り の な い 現 像 処 理 が で き る 。 ま
た 、 半 導 体 基 板 ４ の 回 転 に よ っ て 生 じ る 渦 流 で 現 像 処 理 を 促 進 す る と と も に 、 剥 離 物 （ 図
示 せ ず ） を 半 導 体 基 板 ４ 上 か ら 均 等 に 押 し 流 す こ と が で き る 。 ま た 、 半 導 体 基 板 ４ を 水 平
に 揺 動 さ せ た り せ ず 、 自 転 さ せ る た め 、 液 槽 ３ の 面 積 は 比 較 的 小 さ く て 済 み 、 そ れ に 伴 っ
て 、 液 槽 ３ に 収 容 す る 現 像 液 ２ の 量 も 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
尚 、 上 記 で は 、 噴 射 ノ ズ ル １ ０ ６ に だ け 超 音 波 振 動 子 ７ を 配 備 す る 構 成 で 説 明 し た が 、 液
槽 ３ に も 配 備 し て よ い こ と は 言 う ま で も な い 。 ま た 、 噴 射 ノ ズ ル １ ０ ６ を 半 導 体 基 板 ４ 面
に 対 し て 、 平 行 移 動 運 動 す る 構 成 で 説 明 し た が 、 噴 射 ノ ズ ル １ ０ ６ は 半 導 体 基 板 中 心 ４ ａ
に 固 定 し て 、 噴 射 角 を 変 化 さ せ る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、 回 転 モ ー タ １ ０ ５ は 、 反 転 可
能 と し て 、 渦 流 の 渦 巻 き 方 向 を 右 回 り 及 び 左 回 り と 両 方 に 変 え た 状 態 で 噴 射 流 を 移 動 さ せ
る と 渦 巻 き 方 向 に よ る 偏 り の な い 現 像 処 理 が 可 能 と な り 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 液 処 理 装 置 お よ び 液 処 理 方 法 に よ れ ば 、 １ 本 の 噴 射 ノ ズ ル で 被 処 理 基 板 全 面 に 隈
な く 噴 射 流 を 吹 付 け る た め 強 力 で よ り 均 一 な 噴 射 圧 を 付 与 す る こ と が で き る 。 ま た 、 微 細
な 部 分 に 対 し て も 、 処 理 液 に 超 音 波 振 動 を 付 与 す る こ と で 液 処 理 を 可 能 と し 、 指 向 性 を も
つ 噴 射 流 に 超 音 波 振 動 を 付 与 す る と さ ら に 好 適 で あ る 。 ま た 、 被 処 理 基 板 の 回 転 に よ っ て
生 じ る 渦 流 で 液 処 理 を 促 進 す る と と も に 、 剥 離 物 を 被 処 理 基 板 上 か ら 均 等 に 押 し 流 す こ と
が で き る 。 ま た 、 被 処 理 基 板 を 水 平 に 揺 動 さ せ た り せ ず 、 自 転 さ せ る た め 、 液 槽 の 面 積 は
比 較 的 小 さ く て 済 み 、 液 処 理 装 置 の 小 型 化 が 可 能 と な り 、 そ れ に 伴 っ て 、 液 槽 に 収 容 す る
処 理 液 の 量 も 低 減 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 液 処 理 装 置 及 び 液 処 理 方 法 の 一 例 と し て の レ ジ ス ト の 現 像 装 置 の 縦 断 面
図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 現 像 装 置 の 使 用 方 法 の 説 明 図 （ 渦 流 の 発 生 を 示 す 。 ）
【 図 ３ 】 本 発 明 の 現 像 装 置 の 使 用 方 法 の 説 明 図 （ 噴 射 流 の 発 生 を 示 す 。 ）
【 図 ４ 】 本 発 明 の 現 像 装 置 の 使 用 方 法 の 説 明 図 （ 噴 射 流 の 移 動 を 示 す 。 ）
【 図 ５ 】 従 来 の 液 処 理 装 置 び 液 処 理 方 法 の 一 例 と し て の レ ジ ス ト の 現 像 装 置 の 縦 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 従 来 の 現 像 装 置
２ 　 現 像 液
３ 　 液 槽
４ 　 半 導 体 基 板
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４ ａ 　 半 導 体 基 板 中 心
４ ｂ 　 半 導 体 基 板 外 周 縁
５ 　 従 来 の 噴 射 ノ ズ ル
５ ａ 　 従 来 の ス リ ッ ト 状 ノ ズ ル
６ 　 整 流 板
７ 　 超 音 波 振 動 子
８ 　 液 供 給 口
１ ０ １ 　 本 発 明 の 現 像 装 置
１ ０ ２ 　 ス ピ ン チ ャ ッ ク
１ ０ ３ 　 支 持 軸
１ ０ ４ 　 第 １ シ リ ン ダ
１ ０ ５ 　 回 転 モ ー タ
１ ０ ６ 　 本 発 明 の 噴 射 ノ ズ ル
１ ０ ７ 　 第 ２ シ リ ン ダ
１ ０ ８ 　 速 度 制 御 部
１ ０ ９ 　 排 液 口
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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